
写真１

テレワーク・デイ実施風景

写真２ 写真３

所在地（市区町村） 東京都新宿区

従業員人数 □100～299人 □300～999人 □1000～4999人
■5000～9999人 □10000人以上

実施人数 約200人

実施場所 ・ 自宅、実家
・ 自社専用のサテライトオフィス
・ 訪問先、出張先
・ 移動中の交通機関
・ その他、従業員が任意で選択した場所（ 喫茶店等 ）

実施概要 在宅勤務制度利用、自社専用のサテライトオ
フィス利用、任意の場所からのリモートアクセス利
用のいずれかで参加を全社員へ呼びかけ実施す
る。

実施結果

〇消費電力
→計測せず。

〇公共交通機関の利用
参加社員中129名が10:30までに電車を利用しなかった。

〇購買行動の変化
参加社員全体で総額11,562円の消費が増加。
（参加者１人あたり約60円の増加）

〇その他の評価指標
・家族と過ごす時間の増加
→参加者中５割弱の社員が増加したと回答。
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（様式３）

当日の事業所風景
サテライトオフィスでの
テレワーク風景

サテライトオフィスでの
ミーティング風景



アンケート結果
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（様式３）

肉体的、精神的負担を軽減できた、通勤時間を生活時間に充当できた、という声が７割近くあり、社員の負担軽減への効果を確認できた。
「介護」「災害時」などに活用したいという声も半数以上から上がり、社員に継続的かつフレキシブルに働いてもらうためにも効果があると感じられた。
また、「これからもテレワークをしたいと感じた」と答えた社員が８割近くを占めるなど、テレワークへの期待感を持つ社員が多い。
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今回のテレワークで家族に負担をかけることがあった

普段通りに行えず、関係者へ迷惑をかけた業務があった

普段と比べて労働時間が減った

普段と比べて地域活動、学校行事参加、懇親の機会が増えた

普段と比べて自己啓発や趣味などの機会が増えた

普段と比べて仕事が効率的に行えた（仕事がはかどった）

普段と比べて働きやすいと感じた

移動時間の削減ができた（普段のオフィスに立ち寄らず顧客先へ移動など）

普段と比べて家族と過ごす時間が増えた

台風、大雪、インフルエンザの流行など非常時にも業務を継続できるという実感が持てた

将来的に介護などの必要が生じたとき、テレワークを活用したいと思う

通勤時間を生活時間に充当できた

普段と比べて肉体的、精神的負担が軽減できた

普段と比べて時間を有効活用できた

これからもテレワークをしたいと感じた
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